
二
つ
の
規
格
化
作
業

　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
規
格

化
を
進
め
る
二
つ
の
作
業
部
会
（
Ｗ

Ｇ
）
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
上
の
正
式
名
称
は
、

「
Ｔ
Ｃ
２
０
７
／
Ｓ
Ｃ
７
／
Ｗ
Ｇ

10
」
と
「
Ｔ
Ｃ
２
０
７
／
Ｓ
Ｃ
４
／

Ｗ
Ｇ
７
」。
前
者
は
「
気
候
変
動
関

連
の
投
融
資
活
動
（Investm

ents  

financing and clim
ate

）」
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
９
７
を
扱
う
。
後
者
は

「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
」
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
３
０
を
扱
う
。
筆
者
は
昨
年
後

半
か
ら
、
両
Ｗ
Ｇ
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（
専
門
家
）
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
化
は

Ｗ
Ｇ
の
議
論
だ
け
で
決
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
各
国
の
専
門
家
で
構
成

す
る
Ｗ
Ｇ
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ベ
ー
ス

で
原
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
委
員
会

レ
ベ
ル
の
投
票
で
承
認
し
た
後
、
全

加
盟
国
で
ま
た
投
票
す
る
と
い
う
段

階
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
経
る
。
両
Ｗ
Ｇ

と
も
、
現
在
は
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス

の
土
台
と
な
る
Ｗ
Ｇ
原
案
作
成
の
最

中
で
あ
る
。

　

両
Ｗ
Ｇ
が
属
す
る
Ｔ
Ｃ
２
０
７
は

「
環
境
管
理
専
門
委
員
会
」
と
い
う
。

日
本
の
企
業
に
な
じ
み
の
深
い
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
１
４
０

０
１
を
は
じ
め
と
す
る
１
４
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
を
整
備
し
て
き
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
現
在
は
六
つ
の
分
科
会

（
Ｓ
Ｃ
）
と
、
三
つ
の
Ｗ
Ｇ
で
構
成

さ
れ
る
。

　

Ｗ
Ｇ
10
が
属
す
る
Ｓ
Ｃ
７
は
「
温

室
効
果
ガ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
お

も
な
議
論
の
対
象
と
す
る
。
一
方
の

Ｗ
Ｇ
７
が
属
す
る
Ｓ
Ｃ
４
の
お
も
な

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
国
際
規
格
化
作
業
が
動
き
始
め
た
。
国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

で
は
昨
年
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
規
格
作
り
の
た
め
の
二
つ
の
作

業
部
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の
議
論
が
今
年
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

で
環
境
金
融
分
野
の
規
格
作
り
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
が
、
金
融
機
関
が
気
候
変
動
分
野
の
リ

ス
ク
・
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
を
適
正
に
評
価
し
、
内
外
の
投
資
家
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
尺
度
と
な

る
共
通
基
準
の
設
定
は
望
ま
し
い
。
た
だ
課
題
も
あ
る
。
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
価
値
は
、
こ

れ
ま
で
金
融
的
評
価
で
は
非
財
務
要
因
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
合
理
性
の
あ
る
共
通
手
法
や

手
順
等
と
し
て
ど
う
整
備
す
る
か
。
規
格
作
り
の
背
景
と
論
点
を
整
理
す
る
。
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議
論
の
対
象
は
「
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
」。
Ｗ
Ｇ
10
が
Ｓ
Ｃ
７
に

属
す
る
の
は
、
温
暖
化
対
策
の
国
際

合
意
で
あ
る
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
Ｃ

Ｏ
２
削
減
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
、
金
融
の
投
融
資
活
動

を
中
心
に
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｗ
Ｇ

７
は
、
議
論
の
対
象
が
金
融
商
品
で

あ
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
で
あ
り
、
規

格
化
の
焦
点
の
一
つ
に
資
金
使
途
先

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
環
境
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
等
の
評
価
も
あ
る
。
こ

の
た
め
Ｓ
Ｃ
４
の
傘
下
と
な
る
。

　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
い
う

視
点
で
は
、
Ｗ
Ｇ
10
は
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
す
る
金
融
機
関
・
投
資
家

と
い
う
主
体
が
焦
点
に
な
る
。
当
然
、

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
も
調
達
と
投
資
の

両
面
で
か
か
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で

規
格
の
重
複
感
を
避
け
る
た
め
、
Ｗ

Ｇ
７
は
そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
柱
と

な
る
金
融
商
品
（
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
）
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
グ

リ
ー
ン
度
評
価
）
に
絞
る
、
と
切
り

分
け
た
よ
う
に
読
め
る
。

パ
リ
協
定
を
ふ
ま
え
た

１
４
０
９
７

　

昨
年
初
め
に
先
行
し
て
始
ま
っ
た

１
４
０
９
７
を
目
指
す
Ｗ
Ｇ
10
の
作

業
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の

規
格
化
は
、
加
盟
す
る
各
国
が
提
案

す
る
。
１
４
０
９
７
は
フ
ラ
ン
ス
の

提
案
。
同
国
規
格
協
会
（
Ａ
Ｆ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
）
が
提
案
し
た
。

　

「
パ
リ
協
定
」
の
主
催
国
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
が
提
案
し
た
の
は
、
協
定

に
沿
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
温
暖
化
対

策
を
促
進
さ
せ
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
活
用
し
、
協
定
の
有
効

化
を
高
め
た
い
と
の
政
策
的
判
断
と

思
え
る
。
そ
の
点
は
、
Ｗ
Ｇ
の
共
同

議
長
に
仏
政
府
と
関
係
の
深
い
気
候

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「2° Investing Initiative

（2° II
）」
の
代
表
に
加
え
、
国
連

の
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
事
務
局

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
の
幹
部
を
起
用

し
た
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
。

　

気
候
変
動
の
た
め
の
投
融
資
活
動

の
評
価
と
情
報
開
示
に
つ
い
て
の
統

一
規
格
が
実
現
す
る
と
、
パ
リ
協
定

が
重
視
す
る
途
上
国
の
温
暖
化
対
策

市
場
の
リ
ス
ク
は
軽
減
さ
れ
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
投
資
資
金
の
同
市
場
へ
の

流
入
を
加
速
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。
パ
リ
協
定
の
具
体
化
策
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
規
格
化

を
促
す
姿
勢
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で

な
く
Ｅ
Ｕ
で
も
優
先
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。

投
融
資
、　　
　

 

資
産
運
用
に
重
点

　

昨
年
初
め
に
始
動
し
た
Ｗ
Ｇ
10
は
、

２
月
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
、
６
月

カ
ナ
ダ
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
９
月

米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
12
月
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
と
、
昨
年
中
に
４
回
の
会

合
を
重
ね
て
き
た
。

　

Ｗ
Ｇ
で
は
規
格
化
の
基
本
的
な
目

的
を
、「
気
候
変
動
に
関
連
す
る
投

資
と
融
資
活
動
を
評
価
し
、
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
た
め
の
基
準
作
り
」

と
定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
低
炭

素
化
へ
の
移
行
や
、
強
靭
化
・
適
応

目
標
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
定
義
づ
け
、

こ
れ
ら
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
関
す
る

投
資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
金
融
活
動

の
進
展
を
示
し
、
そ
の
方
法
論
を
発

展
さ
せ
る
、
と
し
て
い
る
（
注
１
）。

　

金
融
機
関
は
、
①
気
候
変
動
で
生

じ
る
自
ら
の
金
融
リ
ス
ク
と
機
会
を

適
正
に
管
理
し
、
②
パ
リ
協
定
の
ゴ

ー
ル
の
達
成
に
貢
献
す
る

│
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
対
象
の
金
融
活
動

は
、
図
表
１
の
よ
う
に
融
資
、
株
式

・
債
務
の
引
受
け
、
資
産
運
用
な
ど

の
運
用
分
野
に
絞
り
、
保
険
引
受
け

な
ど
は
現
時
点
で
は
対
象
外
だ
。

　

目
的
の
達
成
に
資
す
る
方
法
論
と

し
て
は
、
金
融
機
関
に
よ
る
投
融
資

先
企
業
へ
の
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
活
動
、
そ

れ
ら
の
判
断
に
資
す
る
「
シ
ナ
リ
オ

分
析
」
の
あ
り
方
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な

ど
が
論
点
だ
。
シ
ナ
リ
オ
分
析
で
は
、

シ
ナ
リ
オ
の
目
標
値
の
置
き
方
よ
り

も
、
い
か
に
機
能
す
る
シ
ナ
リ
オ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
か
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
観
点
で
Ｗ
Ｇ
10
は
、
昨
年
６

月
の
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）

・
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク

・貸付取引（Origination of loan and deals）
・株式・債務の引受け
　（Services of underwriting of equity and debt）
・証券化（Securitization）
・デリバティブ取引（Design of derivative contracts）
・資産運用（Asset-management）
・投資商品のパッケージ化と小売り
　（Investment product packaging and retail）

〔図表１〕 想定されるISO14097の対象となる金融活動

（出所） 　2° Investing Initiativeレポート
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中
国
の　
　
　
　

〝
グ
リ
ー
ン
〞提
案

　

そ
ん
な
な
か
、
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
、
異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
中

国
の
動
き
だ
。
先
行
す
る
二
つ
の
Ｗ

Ｇ
に
加
え
、
昨
年
半
ば
に
中
国
が

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
規

格
化
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
提
案
し
た
の
で
あ

る
。
１
４
０
９
７
が
気
候
変
動
関
連

に
重
点
を
置
く
こ
と
か
ら
、
よ
り
広

範
囲
な
環
境
分
野
に
広
げ
た
環
境
金

融
の
規
格
化
を
提
案
し
た
か
た
ち
だ
。

　

同
提
案
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
技
術
管
理
評

議
会
（
Ｔ
Ｍ
Ｂ
）
で
の
投
票
で
、
１

４
０
９
７
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
規

格
作
業
と
も
重
複
す
る
と
の
反
対
意

見
が
多
く
、
い
っ
た
ん
否
決
さ
れ
た
。

だ
が
、
中
国
は
あ
ら
た
め
て
昨
年
後

半
に
同
じ
提
案
を
も
と
に
、
新
た
な

Ｓ
Ｃ
の
設
置
を
求
め
る
行
動
に
出
た

の
で
あ
る
。

　

二
度
目
の
提
案
へ
の
投
票
は
近
く

開
始
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
関
係
者

を
驚
か
せ
た
の
が
、
独
自
提
案
に
固

執
す
る
中
国
の
強
い
姿
勢
だ
。
一
つ

の
推
測
と
し
て
、
中
国
が
国
家
戦
略

と
し
て
推
進
す
る
「
一
帯
一
路
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
の
関
連
が
あ
る
と

の
見
方
が
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
勧
告
の
ほ

か
、
上
場
企
業
や
金
融
機
関
等
に
気

候
変
動
関
連
情
報
の
開
示
を
義
務
付

け
た
仏
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
法
１
７
３

条
な
ど
の
成
果
を
踏
ま
え
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
分

析
で
は
気
候
関
連
の
Ｖ
ａ
Ｒ
（
バ
リ

ュ
ー
・
ア
ッ
ト
・
リ
ス
ク
）
の
活
用

を
謳
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
度
と
収
益
度
の

共
通
尺
度
を

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
規
格
を
目
指
す

Ｗ
Ｇ
７
は
、
す
で
に
市
場
化
商
品
と

な
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の

「
共
通
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
整
備
」

と
い
う
視
点
が
明
瞭
だ
。
同
提
案
は

米
規
格
化
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
）
の
提

案
に
よ
る
。

　

一
般
の
債
券
（
社
債
）
は
発
行
体

の
信
用
力
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

は
調
達
資
金
の
使
途
先
と
な
る
グ
リ

ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
グ
リ
ー
ン

度
」「
収
益
度
」
を
評
価
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ボ
ン
ド
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
リ
ー
ン
度

と
収
益
度
両
面
の
信
用
度

（C
redentials

）
の
見
極
め
が
カ

ギ
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
２
０
０
７

年
に
欧
州
投
資
銀
行
（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）
が

第
１
号
の
同
ボ
ン
ド
を
発
行
し
た
の

が
始
ま
り
。
13
年
以
降
、
民
間
の
企

業
、
金
融
機
関
の
発
行
が
増
え
、
17

年
は
前
年
比
78
％
増
の
１
５
５
５
億

㌦
と
、
初
の
１
０
０
０
億
㌦
台
に
乗

せ
た
（
図
表
２
、
注
２
）。
気
候
変

動
対
策
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
や
省
エ
ネ
事
業
が
グ
ロ
ー

バ
ル
に
拡
大
し
、
そ
の
資
金
調
達
手

段
と
し
て
の
利
用
が
広
が
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
投
資
家
か
ら
も
長
期
保

有
可
能
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
商
品

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
大
き
い
。

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
最
大
の
課
題

は
、
資
金
使
途
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
グ
リ
ー
ン
度
」
の
評
価
に
あ
る
。

公
的
国
際
機
関
が
発
行
す
る
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
は
、
機
関
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
信
用
度
が
高
い
。
し
か
し
、

民
間
発
行
に
な
る
と
、
発
行
に
際
し

て
の
評
価
の
見
極
め
が
必
要
に
な
る
。

市
場
基
準
の　
　

統
合
化
を
目
指
す

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
グ
リ

ー
ン
度
評
価
の
基
準
と
し
て
は
、
主

要
国
際
金
融
機
関
が
自
主
的
に
作
成

し
た
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原
則

（
Ｇ
Ｂ
Ｐ
）
と
、
英
非
営
利

団
体
のC

lim
a

te
 B

o
n

d
s 

Initiative

（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
の
基

準（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）が
、
市
場
で
の

国
際
基
準
と
し
て
知
ら
れ
る
。

中
国
、
日
本
（
環
境
省
）、

イ
ン
ド
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
な
ど
で
は
国
別
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
準
の
「
グ
リ

ー
ン
度
」
に
微
妙
な
差
が
あ

る
の
も
事
実
だ
。
中
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
超
々
臨
界
圧

石
炭
火
力
発
電
へ
の
投
資
を

グ
リ
ー
ン
（
ク
リ
ー
ン
・
コ

ー
ル
）
と
認
め
て
い
る
。
日

本
の
環
境
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
国
内
発
行
体
向
け
の
緩
い

基
準
を
「
グ
リ
ー
ン
」
と
認

め
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

市
場
で
最
も
信
頼
の
高
い
Ｇ
Ｂ
Ｐ

で
も
、
そ
の
基
準
適
合
性
を
評
価
す

る
統
一
基
準
は
な
い
。
現
在
は
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
評
価
機
関
の
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ

ニ
オ
ン
、
監
査
法
人
系
の
第
三
者
認

証
、
格
付
機
関
の
グ
リ
ー
ン
格
付
な

ど
、
異
な
る
評
価
手
法
が
乱
立
し
て

い
る
。「
評
価
機
関
自
体
の
自
己
評

価
が
曖
昧
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

Ｗ
Ｇ
７
は
１
４
０
３
０
規
格
化
の

目
的
と
し
て
、
こ
う
し
た
複
数
の
基

準
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
国

際
的
な
共
通
基
準
の
設
定
を
目
指
し

て
い
る
。
同
時
に
、
資
金
使
途
先
の

〔図表２〕 グローバル市場でのグリーンボンド発行額の推移
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対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ト
化
、

評
価
機
関
の
規
格
化
な
ど
も
視
野
に

あ
る
。

米
国
主
導
の
１
４
０
３
０

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
９
７
の
作
業
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
始
ま
っ
た
１
４
０

３
０
の
Ｗ
Ｇ
は
米
国
主
導
だ
。
先
の

Ｗ
Ｇ
10
は
フ
ラ
ン
ス
主
導
に
Ｅ
Ｕ
の

支
援
な
ど
で
欧
州
色
が
色
濃
い
の
に

対
し
て
、
同
Ｗ
Ｇ
は
米
国
が
楔
を
打

ち
込
ん
だ
と
の
政
治
的
な
見
方
も
で

き
る
。
た
だ
提
案
機
関
の
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ

は
金
融
分
野
の
Ｔ
Ｃ
68
の
国
際
幹
事

を
務
め
る
な
ど
、
金
融
規
格
に
詳
し

い
こ
と
か
ら
、
金
融
的
視
点
を
重
視

し
て
取
組
み
を
決
め
た
と
も
読
め
る
。

　

昨
年
後
半
に
立
ち
上
が
っ
た
Ｗ
Ｇ

７
は
、
き
わ
め
て
実
務
的
だ
。
12
月

の
パ
リ
で
の
初
回
会
合
で
は
冒
頭
で

議
長
作
成
の
Ｗ
Ｇ
原
案
１
（
Ｗ
Ｄ

１
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
会
合
で
は
、

市
場
ベ
ー
ス
で
定
着
す
る
Ｇ
Ｂ
Ｐ
／

Ｃ
Ｂ
Ｓ
と
の
具
体
的
な
調
整
を
中
心

に
議
論
を
展
開
。
２
年
程
度
で
規
格

を
完
成
さ
せ
る
意
気
込
み
を
示
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
で

普
及
し
て
い
る
Ｇ
Ｂ
Ｐ
／
Ｃ
Ｂ
Ｓ
を
、

そ
の
ま
ま
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
転
用
す
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
Ｇ
Ｂ
Ｐ
は
基
本
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
示
す
が
、
あ
く

ま
で
大
枠
で
し
か
な
い
。
一
方
の
Ｃ

Ｂ
Ｓ
は
再
エ
ネ
や
省
エ
ネ
の
セ
ク
タ

ー
ご
と
の
詳
細
な
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を

整
備
し
て
い
る
が
、
細
か
す
ぎ
、
応

用
性
を
欠
く
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

資
金
使
途
と
な
る
対
象
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
線
引
き
も
意
外
と
む
ず
か
し

い
。
Ｇ
Ｂ
Ｐ
／
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
、
石
炭
火

力
や
原
発
、
大
規
模
ダ
ム
な
ど
を
グ

リ
ー
ン
投
資
の
対
象
外
に
置
く
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル

の
扱
い
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
と
な
る
と
、

低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
過
程
で
の
途

上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
と
、

将
来
の
技
術
進
歩
を
両
に
ら
み
し
た

議
論
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
将
来
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の

回
収
・
貯
留
）
技
術
の
発
展
を
組
み

込
ん
だ
石
炭
火
力
な
ら
ば
ど
う
扱
う

の
か
。
最
近
は
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
か

ら
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
な

ど
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
回
収
・
利
用
）
の
技

術
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
技
術
革
新

は
急
で
あ
り
、
限
定
列
挙
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ト
化
で
は
、
技
術

開
発
の
速
度
に
つ
い
て
い
け
な
い
可

能
性
も
あ
る
。

中
国
の　
　
　
　

〝
グ
リ
ー
ン
〞提
案

　

そ
ん
な
な
か
、
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
、
異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
中

国
の
動
き
だ
。
先
行
す
る
二
つ
の
Ｗ

Ｇ
に
加
え
、
昨
年
半
ば
に
中
国
が

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
規

格
化
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
提
案
し
た
の
で
あ

る
。
１
４
０
９
７
が
気
候
変
動
関
連

に
重
点
を
置
く
こ
と
か
ら
、
よ
り
広

範
囲
な
環
境
分
野
に
広
げ
た
環
境
金

融
の
規
格
化
を
提
案
し
た
か
た
ち
だ
。

　

同
提
案
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
技
術
管
理
評

議
会
（
Ｔ
Ｍ
Ｂ
）
で
の
投
票
で
、
１

４
０
９
７
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
規

格
作
業
と
も
重
複
す
る
と
の
反
対
意

見
が
多
く
、
い
っ
た
ん
否
決
さ
れ
た
。

だ
が
、
中
国
は
あ
ら
た
め
て
昨
年
後

半
に
同
じ
提
案
を
も
と
に
、
新
た
な

Ｓ
Ｃ
の
設
置
を
求
め
る
行
動
に
出
た

の
で
あ
る
。

　

二
度
目
の
提
案
へ
の
投
票
は
近
く

開
始
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
関
係
者

を
驚
か
せ
た
の
が
、
独
自
提
案
に
固

執
す
る
中
国
の
強
い
姿
勢
だ
。
一
つ

の
推
測
と
し
て
、
中
国
が
国
家
戦
略

と
し
て
推
進
す
る
「
一
帯
一
路
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
の
関
連
が
あ
る
と

の
見
方
が
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

中
東
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
を
つ
な
ぐ

同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
ク
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
大
規
模
建
設
の
促
進
を

標
榜
し
て
い
る
。
気
候
変
動
だ
け
で

な
く
、
大
気
、
水
質
、
土
壌
等
の
汚

染
問
題
や
廃
棄
物
な
ど
の
多
様
な
環

境
問
題
に
、
金
融
面
か
ら
対
応
す
る

国
際
規
格
が
備
わ
れ
ば
、
一
帯
一
路

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
融
資
資
金
を

内
外
か
ら
調
達
し
や
す
く
な
る
と
の

観
測
だ
。
言
え
る
こ
と
は
、
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
巡
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
化
作
業
の
背
景
に
も
、
関
係
各
国

の
政
治
的
・
政
策
的
思
惑
が
微
妙
に

交
錯
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
。

（
注
） １　

2° In
vestin

g
 In

itiative  
“IS

O
 S

tan
d

ard
 for In

vest-
m

ent, F
inancing and C

lim
ate 

C
hange

（ISO
14097

）”

２　

C
lim

ate B
onds Initiative

ふ
じ
い　

よ
し
ひ
ろ

72
年
大
阪
市
立
大
学
卒
、
日
本
経
済

新
聞
社
入
社
。
経
済
部
編
集
委
員
を

経
て
、
06
年
上
智
大
学
地
球
環
境
学

研
究
科
教
授
。
15
年
同
客
員
教
授
、

環
境
金
融
研
究
機
構
代
表
理
事
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｂ

Ｐ
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
を

兼
務
。
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